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常務理事 窪田 敏夫   

 

「医療・介護 DX スタートアップカンファレンス 2026」 

の開催について（ご案内） 

 

平素より、本会業務に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

このたび、第一薬科大学より、同大学が PARKS と共催する標記カンファレンス

の開催について、会員への周知依頼がありましたので、ご案内いたします。 

本カンファレンスは、医療・介護分野における DX（デジタルトランスフォーメ

ーション）の推進と、大学の研究成果や新たな技術を活用した社会課題の解決を

目的として開催されます。病院・在宅ケアの実践者、大学、企業等による講演や

パネルディスカッション等を通じて、現場の課題や新たな技術・サービスの可能

性を共有する機会です。薬局業務の効率化や地域医療における DX の展開につい

て理解を深める有意義な機会となります。 

つきましては、ご多用のところ恐縮ですが、貴会会員へご周知くださいますよ

うお願い申し上げます。 

 

記 

1．研修会名 

  医療・介護 DX スタートアップカンファレンス 2026 

2．開催日時 

  令和 8年 11 月 21 日（土）10：00～17：00 

3．対象 

  医療・介護施設関係者、行政・関係団体、医療系大学の教職員・学生 

4．参加費 

  無料（定員 200 名） 

5．開催場所 

第一薬科大学 厚生会館 2階講義室（福岡市南区玉川町 22 番 1号） 

6．主催 

  第一薬科大学  

7．申込方法 

  別添チラシに記載の二次元コードよりお申し込みください。 

 

以 上 



令和 8 年 11 ⽉ 4 ⽇ 

福岡県薬剤師会 
会⻑ ⼩⽥ 真稔 様 

第⼀薬科⼤学 

薬学部⻑ 中原 広道 

「医療・介護 DX スタートアップカンファレンス 2026」の開催に伴う 
会員への周知について（依頼） 

時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素より本学の教育・研究活動に格別のご理解とご協⼒を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、本学では、医療・介護分野におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）の推進と、
⼤学の研究成果や新たな技術を活⽤した社会課題の解決を⽬的として、PARKS との共催により、下
記のとおり「医療・介護 DX スタートアップカンファレンス 2026」を開催いたします。 

つきましては、薬剤師の皆様にも本カンファレンスについて広く知っていただきたく、貴会にお
かれましては、地区薬剤師会を含む会員の皆様へ開催のご周知を賜りますようお願い申し上げます。 

本カンファレンスの開催背景および⽬的等は、下記のとおりです。 

記 

1．開催の背景 

本カンファレンスは、医療・介護分野におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）の推進
と、⼤学の研究成果や新たな技術を活⽤した社会課題の解決を⽬的として、第⼀薬科⼤学が主催し、
PARKS との共催により開催するものです。 

PARKS（Platform for All Regions of Kyushu & Okinawa for Startup-ecosystem）は、国⽴研究開発
法⼈科学技術振興機構（JST）の⽀援を受け、九州⼤学および九州⼯業⼤学を主幹機関として、九
州・沖縄地域の⼤学や企業等が連携するスタートアップ創出⽀援のプラットフォームです。⼤学の研
究成果や技術を社会で活⽤するため、起業活動の⽀援、⼈材育成、産学官連携の推進等に取り組んで
おり、第⼀薬科⼤学も共同機関として参画しています。 

2．本カンファレンスの⽬的 



近年、医療・介護分野では、業務の効率化や医療・介護従事者の負担軽減に向けた DX の推進が
求められています。⼀⽅で、デジタル技術の導⼊や現場への定着には、さまざまな課題があります。 

本カンファレンスでは、病院・在宅ケアの実践者、⼤学、企業、⽀援機関等が交流し、医療・介
護現場における DX の実践事例や課題を共有するとともに、新たな技術やサービスの社会実装につい
て考える機会とすることを⽬的としています。具体的には、医療・介護 DX に関する基調講演や実践
講演、企業による取り組みの紹介、パネルディスカッションのほか、学⽣による起業アイデアの発表
等を予定しています。これらの取り組みを通じて、医療・介護分野における新たな事業の創出や産学
官連携を促進し、地域の課題解決につなげることを⽬指しています。 

3．薬剤師への周知について 

近年、医療・介護分野における DX の推進は、薬局業務の効率化や医療情報の共有、多職種連携
の強化など、薬剤師の業務にも深く関わる重要な課題となっています。本カンファレンスでは、医
療・介護現場における DX の実践事例や課題を共有するとともに、新たな技術やサービスの可能性に
ついて幅広く議論する予定です。薬剤師の皆様にとっても、今後の薬局業務や地域医療における DX
の展開について理解を深める有意義な機会になるものと考えております。 

つきましては、貴会より地区薬剤師会を通じて、会員の皆様へ本カンファレンスの開催について
ご周知いただけますと幸甚に存じます。 

【開催概要】 

名称 医療・介護 DX スタートアップカンファレンス 2026 
⽇時 令和 8 年 11 ⽉ 21 ⽇（⼟）10：00〜17：00 
会場 第⼀薬科⼤学 厚⽣会館 2 階講義室 
主催 第⼀薬科⼤学 
共催 PARKS 
協⼒ COMPASS ⼩倉（北九州市） 
参加費 無料（定員 200 名） 

【開催責任者・お問い合わせ先】 

開催責任者：吉武 毅⼈（第⼀薬科⼤学 副学⻑） 

お問い合わせ先：第⼀薬科⼤学 総務課 担当：川上 裕介 

電話：092-541-0161  E-mail：y-kawakami@daiichi-cps.ac.jp 

以上 



参加申込



HEALTHCARE × STARTUP × DX

医療・介護DX
スタートアップカンファレンス2026

現場の課題から、医療・介護の未来をつくる

2026

11.21 土曜日

10:00 - 17:00

参加無料 定員 200名会場：第一薬科大学厚生会館2階講義室

01 午前～学生ピッチ

10:00～10:10 開会挨拶・開催趣旨説明

第一薬科大学副学長吉武毅人

10:10～10:40 基調講演①｜革新的デュシェンヌ型筋ジストロフィー (DMD) 治療薬の開発

「PROTAC x 宇宙創薬サイクル」で実現する患者の骨格筋と心臓を守る新しい DMD 治療戦略

第一薬科大学薬学部教授有竹浩介

10:40～11:10 基調講演②｜医療・介護DXが描く未来図
〜国・社会課題から捉える構造変化と可能性〜

日本男性看護師會代表理事 / MieTech株式会社代表取締役坪田康佑

11:10～11:30 特別講演｜在宅ケアの社会課題を研究シーズから社会実装へ
～大学発ベンチャーによる「ケアする人をケアする」挑戦～

第一薬科大学看護学部准教授/株式会社XaXaXa代表取締役池田智

11:30～12:10 パネル①｜医療・介護イノベーションを社会実装するには

登壇者3名
モデレーター：第一薬科大学薬学部教授中原広道

12:10～13:00 昼休憩（50分）

13:00～13:30 学生アントレプレナー・ピッチ

薬学部学生3名／各10分（発表7分＋講評3分）

講評：COMPASS小倉副事務局長樋口健介

モデレーター：第一薬科大学薬学部教授杉本学

02 午後～交流プログラム

13:30～14:00 実践講演①｜「現場を動かす」看護DXの進め方

飯塚病院の導入プロセスの裏側と、実践から見えたリアルな成果と課題

飯塚病院看護部看護師長 DX推進担当上川重昭

14:00～14:30 実践講演②｜現場発の在宅ケアDX 

～訪問看護ステーションの業務改革から災害時の安否確認まで～

ハノン・ケアシステム株式会社代表取締役河田浩司

14:30～14:50 コーヒーブレイク

14:50～15:10

医療・介護DX 企業講演①
患者の安心と、医療者の負担軽減は両立できるか

～コミュニケーションから始める医療DX～

株式会社OPERe 代表取締役澤田優香

15:10～15:30 医療・介護DX 企業講演②

医療現場を支えるDXのこれから
～システムによる効率化から、業務を担うサービスへ～
株式会社レイヤード CTO二階義元

15:30～16:20
パネル② DXは、なぜ現場で止まるのか

～医療・介護DXを定着させる条件～

実践講演者2名・企業講演者2名/モデレーター：坪田康佑

16:20～16:30 閉会挨拶

第一薬科大学副学長吉武毅人

16:30～17:00 学内情報交換会・名刺交換・登壇者交流

登壇者・参加者／17:00終了

主催：第一薬科大学 共催：PARKS 協力：COMPASS小倉（北九州市）

対象：医療・介護施設関係者、行政・関係団体、医療系大学の教職員・学生


